
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
が
、
こ

の
５
月
に
感
染
症
法
上
の
「
５

類
」
へ
と
移
行
し
、
法
律
上
の

行
動
制
限
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

未
だ
に
感
染
拡
大
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
が
、
社
会
的
に
は
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
確
実
に

動
き
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
、
さ

ら
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
進
展

で
す
。某
経
済
新
聞
の
一
面
ト
ッ

プ
に
「
職
場
に
よ
っ
て
は
４
割

が
テ
レ
ワ
ー
ク
併
用
」
と
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
共
の
よ
う
な
医
療
や
介
護
分

野
は
、
従
来
の
考
え
か
ら
す
る

と
労
働
集
約
型
で
あ
り
オ
ン
ラ

イ
ン
化
の
流
れ
に
否
定
的
な
見

方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

の
３
年
間
で
感
染
予
防
と
言
う

大
前
提
も
あ
り
、
多
く
の
医
療

機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
が
広
が
り
、

そ
の
流
れ
は
診
療
、
会
議
、
研

修
と
急
速
に
進
み
始
め
て
い
ま

す
。
私
自
身
、
当
初
は
対
面
に

比
べ
る
と
物
足
り
な
さ
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
繰

り
返
し
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、

そ
の
活
用
に
慣
れ
、
便
利
さ
を

実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
会
議
な
ど
は
移
動

時
間
や
待
ち
時
間
が
無
く
な
り
、

時
間
を
効
率
的
に
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
利
点

で
す
。
今
後
、
そ
の
活
用
範
囲

は
間
違
い
な
く
広
が
り
、
コ
ロ

ナ
前
に
は
戻
る
こ
と
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
国
も
「
医
療
Ｄ
Ｘ

（D
igital Transform

ation

）

推
進
本
部
」
を
設
置
し
、「
全
国

医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
構
築
」「
電
子
カ
ル
テ
の
標
準

化
・
普
及
」「
診
療
報
酬
改
定
時

の
負
担
削
減
」
と
い
っ
た
課
題

へ
の
取
組
み
を
公
表
し
ま
し
た
。

当
グ
ル
ー
プ
で
は
「
医
療
の
質

向
上
」、「
業
務
効
率
化
」、「
患

者
の
利
便
性
向
上
」
を
さ
ら
に

進
め
る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
化
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
活
用
し
業
務

そ
の
も
の
を
抜
本
的
に
見
直
し

た
グ
ル
ー
プ
独
自
の
Ｄ
Ｘ
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
織

田
病
院
で
は
従
来
の
取
組
み
に

加
え
、Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
の
問
診
や

退
院
支
援
、
さ
ら
に
は
Ｒ
Ｐ
Ａ

（R
o

b
o

tic
 P

ro
c

e
s

s
 

Autom
ation

）、
電
子
カ
ル
テ

の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
活
用
な

ど
、
そ
の
取
組

み
が
広
が
っ
て

い
ま
す
（
図
）。

ま
た
、
グ
ル
ー

プ
内
の
高
島
病

院
や
介
護
老
人

保
健
施
設
で

も
、
ス
マ
ー
ト

ベ
ッ
ト
は
じ
め

患
者
情
報
の
電

子
化
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
や
面

会
、
グ
ル
ー
プ

内
外
の
会
議
、

教
育
研
修
（eｰ

ラ
ー
ニ
ン
グ
）

な
ど
も
進
み
ま

し
た
。
こ
れ
か

ら
は
さ
ら
に
、

国
が
推
進
す
る

Ｄ
Ｘ
に
も
積
極

的
に
取
組
み
、
グ
ル
ー
プ
全
体

で
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
時

代
の
大
き
な
変
革
に
向
か
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
あ
、

皆
で
近
未
来
に
向
け
て
進
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

発行者　祐愛会織田病院企画室
責任者　織田 正道
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ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
グ
ル
ー
プ
全
体
で

Ｄ
Ｘ
を
本
格
化
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佐
賀
県
で
は
高
齢
者
人
口
の
増
加
や
、

将
来
的
な
離
島
・
僻
地
医
療
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
総
合
診
療
医
の
育
成
が

第
７
次
佐
賀
県
保
健
医
療
計
画
の
課
題
に

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
佐
賀
大
学
医
学
部

附
属
病
院
は
昭
和
61
年
に
国
立
大
学
初
の

総
合
診
療
部
を
開
設
す
る
な
ど
、
開
学
当

初
か
ら
先
進
的
な
地
域
医
療
に
取
り
組
ん

で
い
る
大
学
病
院
で
す
。

　

佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、
以

前
か
ら
総
合
診
療
医
の
養
成
に
注
力
し
て

き
ま
し
た
が
特
に
少
子
高
齢
化
の
進
む
地

方
に
お
い
て
は
、
複
合
疾
患
を
も
つ
患
者

の
病
態
に
対
応
し
、
専
門
性
を
持
ち
つ
つ

も
、
総
合
的
な
診
療
が
で
き
る
医
師
が
必

要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
べ
く
、
令
和
５
年
３
月
１
日
付
で

織
田
病
院
内
に
佐
賀
大
学
病
院
附
属
機
関

と
し
て
、
平
成
24
年
の
佐
賀
市
立
富
士
大

和
温
泉
病
院
、
平
成
28
年
の
独
立
行
政
法

人
国
立
病
院
機
構 

嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー

に
続
き
、
第
３
の
地
域
総
合
診
療
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
当
院
総
合
診
療
科
に
は
、
大
学
の

附
属
機
関
と
し
て
指
導
医
ク
ラ
ス
と
専
攻

医
ク
ラ
ス
の
総
合
診
療
医
が
派
遣
さ
れ
、

地
域
医
療
実
践
の
中
で
総
合
診
療
医
教
育

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
大
学
の
上

級
医
に
よ
るVisit teaching

（
訪
問
指

導
）
も
定
期
的
に
実
施
さ
れ
、
大
学
病
院

同
等
の
指
導
も
受
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ら
に
地
域
医
療
に
お
い
て
、

臨
床
だ
け
で
な
く
、
連
携
、
教
育
、
研
究

の
実
践
の
場
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
務
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
以
下
は
、
佐
賀
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.saga-u.ac.jp/koho/

press/2023020928999

：2023.2.9

佐
賀
大
学
広
報
室
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
す
。

【
期
待
さ
れ
る
成
果
・
効
果
】

　

今
回
、
織
田
病
院
が
選
定
さ
れ
た

理
由
と
し
て
、
既
設
の
２
つ
の
セ
ン

タ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
次
急
性
期
病

院
と
慢
性
期
病
床
を
有
す
る
２
次
急

性
期
病
院
で
あ
り
、
そ
れ
ら
と
は
異

な
る
地
域
の
救
急
医
療
を
担
う
２
次

急
性
期
病
院
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
異
な
る
特
徴
を
有
す
る
病

院
に
地
域
総
合
診
療
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
本
院
と
織
田
病
院

の
間
の
連
携
だ
け
で
は
な
く
、
セ
ン

タ
ー
間
で
の
連
携
も
大
き
く
期
待
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
診
療
医
の
養
成
に
は
、

単
純
に
養
成
コ
ー
ス
を
医
学
部
に
設

置
す
る
の
で
は
な
く
、
養
成
機
関
を

院
外
に
恒
常
的
に
設
置
す
る
形
態
が

よ
り
効
果
的
で
あ
り
、
か
つ
近
隣
へ

の
波
及
効
果
も
含
め
て
高
い
成
果
が

得
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
ま

す
。
総
合
診
療
医
に
よ
る
医
療
の
最

適
化
の
効
果
は
、
設
置
医
療
機
関
の

み
で
な
く
当
該
医
療
圏
の
専
門
医
の

負
担
軽
減
、
つ
ま
り
医
師
の
働
き
方

改
革
に
も
繋
が
る
も
の
で
す
。
ま
た

当
該
セ
ン
タ
ー
へ
の
派
遣
医
師
は
専
門
医

研
修
（
後
期
研
修
）
を
兼
ね
る
た
め
、
意

欲
的
に
修
練
を
積
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
リ
サ
ー
チ
ス
キ
ル
を
有
す
る

大
学
教
員
が
関
わ
る
こ
と
で
、
臨
床
研
究

を
主
眼
と
す
る
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
の
涵

養
も
可
能
で
す
。

佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　
　地
域
総
合
診
療
セ
ン
タ
ー
開
設
！

副
院
長
／
総
合
診
療
科 

部
長

　織 

田  

良 

正
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当
法
人
で
は
、
近
年
頻
発
す
る
自
然
災

害
や
感
染
症
の
拡
大
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等

が
発
生
し
た
場
合
に
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
、
地
域
医
療
を
守
る
体
制
を
維
持

し
、
外
来
・
入
院
・
訪
問
診
療
を
継
続
で

き
る
よ
う
に
、
ま
た
万
一
中
断
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
場
合
は
、
可
能
な
限
り
早
期
に

復
旧
さ
せ
る
た
め
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ（Business 

C
ontinuity Plan:

事
業
継
続
計
画
）
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実

効
性
の
確
認
と
職
員
へ
の
周
知
、
ま
た
策

定
後
の
検
証
を
目
的
と
し
た
総
合
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、平
日
の
午
後
（
14
時
56
分
）、

震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
建
物
に
大
き

な
損
壊
が
生
じ
、院
内
の
階
段
や
設
備（
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
停
止
、
サ
ー
バ
ー
ダ
ウ
ン
）・

医
療
機
器
に
故
障
等
の
被
害
が
生
じ
た

状
況
を
想
定
し
ま
し
た
。
地
震
発
生
直

後
、
各
部
署
は
地
震
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド

に
沿
っ
た
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
ア
ク

シ
ョ
ン
カ
ー
ド
と
は
災
害
発
生
直
後
に
最

低
限
必
要
と
な
る
行
動
を
要
約
し
た
も
の

で
、
部
署
ご
と
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
部

署
内
全
員
が
速
や
か
に
行
動
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
発
災
後
、
直

ち
に
防
災
活
動
隊
指
揮
本
部
が
設
置
さ
れ
、

各
部
署
か
ら
の
被
害
状
況
を
集
約
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
指
揮
本
部
か
ら
発

動
さ
れ
ま
し
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
発
動
さ
れ
る

と
、
院
内
の
レ
ベ
ル
別
優
先
業
務
の
う
ち

低
緊
急
業
務
が
停
止
さ
れ
、
指
揮
本
部
の

指
示
に
従
っ
て
「
連
絡
調
整
・
病
棟
・
外

来
・
避
難
支
援
・
薬
剤
・
食
料
」
の
班
別

に
活
動
す
る
と
い
う
流
れ
で
訓
練
を
行
い
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
検
証
し
ま
し
た
。

①
地
震
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
が
使
え
る

か　

②
情
報
収
集
の
確
実
性
は
ど
う

か　

③LIN
E　

W
O

RKS

で
の
一
斉

送
信
が
で
き
た
か　

④
Ｂ
Ｃ
Ｐ
発
動
は

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
か　

④
電
子
カ
ル

テ
が
使
え
な
い
場
合
の
対
処
法　

⑤
入

院
患
者
を
階
下
に
降
ろ
す
手
技
の
確
認
、

酸
素
装
着
者
・
点
滴
継
続
者
の
搬
送
時

の
注
意
点　

⑥
搬
送
車
両
、
搬
送
方
法
。

　

初
め
て
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
を
振
り
返
り
、

①
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
の
修
正
を
要
す
る

部
署
が
あ
る
。
②
指
揮
隊
に
入
っ
て
く
る

情
報
量
が
多
く
、
整
理
・
分
析
の
仕
方
に

検
討
を
要
す
る
。
③
指
揮
隊
内
の
指
示
系

統
を
明
確
化
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

④
業
務
継
続
の
可
否
を
判
断
す
る
情
報
収

集
が
難
し
い
。
⑤
訓
練
を
行
う
こ
と
で
初

め
て
気
が
つ
く
事
が
多
い
、
等
の
問
題
が

み
え
て
き
ま
し
た
。
定
期
的
に
訓
練
を
繰

り
返
す
こ
と
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
を
向
上

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
総
合
訓
練

　
　
　
〜
大
規
模
地
震
を
想
定
し
て
〜

防
災
救
命
担
当
部
長

　中 

島   

来



　これまで佐賀大学医学部附属病院、国立病院機
構嬉野医療センターの勤務を経て、7月より織田病
院に赴任となりました。地域の先生方はもちろんの
ことでございますが、院内外問わずスタッフの方々
のお力添えをいただきながら、南部医療圏の地域に
根ざした医療に少しでも貢献できるよう精励する
所存です。至らぬ点も多く、ご指導賜ることも多くあ
るかと思いますが、よろしくお願いいたします。

江
副 

優
彦

内
科（
総
合
診
療
）

　令和5年4月１日より消化器内科に着任いたしま
した藤本峻です。これまでは嬉野医療センターや、
伊万里有田共立病院などで勤務して参りました。ま
だまだ勉強中の身ではございますが、多くの患者様
の助けになるよう精一杯頑張っていきたいと考えて
おります。今後ともよろしくお願いいたします。

藤
本
　峻

内
科（
消
化
器
）

　本年度より久留米大学形成外科・顎顔面外科学
講座より着任しました。久留米大学を卒業後久留米
大学病院にて初期研修を修了し、入局後は新古賀
病院、九州医療センターなどで勤務しておりました。
　新天地での勤務に不安や期待もありますが、皆様
のお役に立てればと思います。
　今後ともよろしくお願い致します。

草
場 

啓
彰

形
成
外
科

　2023年４月１日、佐賀大学医学部一般消化器外
科より着任しました今村美乃莉と申します。2020年
に佐賀大学を卒業後、唐津赤十字病院での初期研修
にて基本的な医師業務を学ぶとともに熊本の豪雨災
害に対しての医療支援など経験してまいりました。
　その後、外科疾患、乳腺疾患に興味を持ち佐賀大
学医学部一般消化器外科に入局いたしました。専攻
医１年目は佐賀大学で勤務を行い外科手術、入院管
理について勉強してきました。本年度から織田病院で
の勤務となり、ごはん・日本酒・野菜がおいしいと噂の
鹿島での生活を楽しみに思うとともに、地域医療、急
患診療に携われることをうれしく思います。力量不足
で地域の先生方にもお世話になることも多々あるかと
思いますが、微力ながらも鹿島の地域医療に少しでも
貢献できるよう努力してまいります。なにとぞご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

今
村
美
乃
莉

外 

科

　令和5年度より織田病院耳鼻咽喉科で勤務させ
ていただくことになりました。佐賀大学を卒業し、佐
賀大学医学部付属病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科
に入局、今年で医者9年目に突入しました。まだま
だ若輩者ですので研鑽の毎日ですが、微力ながらも
患者様のお役に立てるよう尽力していく所存です。
数年前にも当院に勤務した時期があり、ご記憶の
方もおられるかと思います。その方々には、少しでも
成長した姿をお見せできればと思います。よろしく
お願い申し上げます。

岡
村 

誠
司

耳
鼻
咽
喉
科

　令和5年3月1日より織田病院で勤務させて
頂くこととなりました。長崎大学を卒業後、九
州大学耳鼻咽喉・頭頸部外科に入局しまし
た。これまでも九州大学病院、佐賀大学病院、
九州医療センター、佐世保共済病院といった
北部九州を中心に勤務地を転 と々してきまし
た。佐賀大学病院で勤務していた際に佐賀県
の魅力に感銘を受け、もう一度佐賀県で勤務
したいという思いがあり今回赴任に至った次
第であります。過去の勤務地では、口腔咽頭領
域の良悪性疾患、鼻副鼻腔疾患、頚部腫瘍疾
患などの様々な症例を経験・治療してきまし
た。耳鼻咽喉科医としてはまだ若輩者ですが、
スタッフ関係者と協力しながら地域医療に貢
献したいと思います。院内では常に赤いスクラ
ブを着ていますので、耳鼻咽喉科疾患で何か
お困りの際は気軽にお声がけくださいませ。
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耳
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喉
科

　令和5年4月1日、佐賀大学医学部付属病院高
度救命救急センターより着任しました、救急科の
本村です。今回、救急科新設にあたりご協力頂い
た先生方に感謝申し上げます。
　昨年度は佐賀大学に主に3次救急対応を学ん
できました。佐賀市以外での勤務は初めてなの
で、これまでとは異なる患者層の対応で、先生方
やコメディカルの皆様にはご迷惑をおかけするこ
ともあるかと思います。実際、まだ数日間の勤務で
すが、鹿島を中心として周辺地域からも多くの方
が来院され、救急応需も相まって繁忙を極めてい
ることを実感しました。不慣れなことも多く、各科
の先生方に多々ご助力頂いております。早く業務
に慣れて診療に貢献できるよう頑張ります。地域
に根付いた総合病院の一員として患者様の不安
に寄り添い、治療の一助となれるよう微力ながら
精進してまいりますので、今後ともどうぞよろしく
お願い致します。
　また、個人としてはミュージカルや舞台鑑賞、庭
いじりが趣味です。ご興味のある方は話しかけて
もらえると嬉しいです。よろしくお願いします。

本
村 

彩
紀

救
急
科

　本年度より勤務させて頂くこととなりました。私
は卒後臨床研修が終了してまもなくの2006年にも
こちらで1年間勤務させて頂いたことがあり、その際
には大変ご迷惑をおかけし、随分とお世話になりま
した。その後消化器外科疾患を専門に県内各地で
勤務し、16年ぶりに鹿島の地に戻って参りました。
腹腔鏡手術を中心に研鑽を積んでまいりました。専
門としては下部消化管ではありますが、幅広く手術
に取り組んでまいりたいと考えております。微力では
ありますが、皆様のお役に立てればと考えています。
“体は大きいが、フットワークは軽く”をモットーにが
んばりますので、今後ともよろしくお願いいたしま
す。
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修
輔

外 

科

　本年5月からお世話になっています。
　私は研修医終了後、九州大学麻酔科に入局し、
大学病院や九州医療センター、JCHO九州病院な
どで勤務しました。
　鹿島には中学までいましたので20年以上ぶりと
なります。今までとは違った環境で戸惑うこともあり
ますが、スタッフのみなさんに支えていただきなが
ら、日々過ごしております。
　患者さんが安心して手術を受けていただけるよ
うな環境をつくるよう心掛けてまいります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

織
田 

寛
子

麻
酔
科

　本年度より織田病院へ勤務しております医師4
年目の荒巻芽生（めい）と申します。佐賀大学を卒
業後、嬉野医療センターでの初期臨床研修を経て、
佐賀大学医学部付属病院 総合診療部へ入局し、
これまで大学で勤務して参りました。出身は鳥栖
で、部活は空手をしていました。趣味はベランダで
植物を育てることです。大変未熟者ですが、よろしく
お願いいたします。
　もともと地域に根差した医師、病気の予防から最
期の時まで、あらゆる内科的疾患に対応できる医
師を目指して、総合医を志しました。地域医療に携
わる先生方やスタッフの皆さまのように、患者さま
が病気を抱えながらも、一生を通して辛い症状が
少ないよう、悪化しないように診ていくことのできる
医師になれるよう、また、患者さまの考えや背景、家
族や地域の状況等を含めて考え、最善のマネジメン
トができるよう精進してまいります。自分の力量不
足を日々実感いたしますが、先輩方の熱いご指導を
うけつつ、精一杯努力していこうと思います。今後と
もよろしくお願いいたします。
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巻 
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科（
総
合
診
療
）
　

新任医師紹介

　令和５年４月10日、第６期生　看護師特定行為研修入講式を執り行いました。
　今年度は、第６期生として３名が入講されました。全員が「在宅・慢性期領域」を受講されます。「祐愛会織
田病院」、「祐愛会高島病院」、「介護老人保健施設 清涼荘」から１名ずつの入講となりました。「看護師特定行
為研修を既に修了された先輩のように、アセスメント力を身につけて現場で活躍したい。」「看護師としてのスキル
アップに挑戦したい。」「仕事との両立は不安もあるが、１年間の研修を楽しみたい。」と、受講を決めたきっかけや、
１年後の自分の姿に対する期待を、力強く述べられました。

看護師特定行為入講式　～在宅・慢性期領域～

栗山三和子 ケアコートゆうあい1階療養棟　看護師

看護師特定行為修了者　第５期生の紹介

　看護師特定行為研修を終了して視野が広がったと感じています。以前は、利用者さんの状態
変化時に経験則で対応していましたが、研修修了後は全体を診るようになりました。フィジカルア
セスメントや臨床推論などを学び、考え方や知識を深めることができました。今後は、チーム医療
における「かけ橋」の役目として、多職種協働で支援を行っていきたいです。

久本 由香 訪問看護　看護師

　私は4月から訪問看護で勤務しており、研修で学んだフィジカルアセスメントや気管カニューレ
管理等を行っています。体調の異変に早期に気付き、生活面も含め支援を行う事で、利用者さん
が望む場所で長く過ごせるよう、2名の特定行為修了生と共に、活動していきます。

災害用非常食の試食体験！ 栄養食事サービス部　宮原克昂

　今年の梅雨の大雨で、九州北部や東北地方では土砂崩れや河川の氾濫による被害に見舞われました。近年では毎
年のように全国各地で自然災害が発生しており、南海トラフ地震等大きな自然災害も懸念されています。職員の皆さんに、
防災意識を高めてもらうことを目的として、非常食試食会を実施しました。後日、184 名のスタッフにアンケートを実施し、
被災時の食事として満足できた 89.7％、防災意識の向上につながった 93.5％、との回答を得ました。

《試食しての感想》
・思ってたより美味しかった。
・水さえあれば簡単にご飯が食べられるので、災害時には
ありがたいと思った。

・災害時に食べるものとしては、十分な量と味だった。
・非常時だからこそ、満足の出来る食事が取れることが大事
だと思った。家の備蓄なども見直していきたいと思った。
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　これまで佐賀大学医学部附属病院、国立病院機
構嬉野医療センターの勤務を経て、7月より織田病
院に赴任となりました。地域の先生方はもちろんの
ことでございますが、院内外問わずスタッフの方々
のお力添えをいただきながら、南部医療圏の地域に
根ざした医療に少しでも貢献できるよう精励する
所存です。至らぬ点も多く、ご指導賜ることも多くあ
るかと思いますが、よろしくお願いいたします。
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　令和5年4月１日より消化器内科に着任いたしま
した藤本峻です。これまでは嬉野医療センターや、
伊万里有田共立病院などで勤務して参りました。ま
だまだ勉強中の身ではございますが、多くの患者様
の助けになるよう精一杯頑張っていきたいと考えて
おります。今後ともよろしくお願いいたします。
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科（
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）

　本年度より久留米大学形成外科・顎顔面外科学
講座より着任しました。久留米大学を卒業後久留米
大学病院にて初期研修を修了し、入局後は新古賀
病院、九州医療センターなどで勤務しておりました。
　新天地での勤務に不安や期待もありますが、皆様
のお役に立てればと思います。
　今後ともよろしくお願い致します。
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　2023年４月１日、佐賀大学医学部一般消化器外
科より着任しました今村美乃莉と申します。2020年
に佐賀大学を卒業後、唐津赤十字病院での初期研修
にて基本的な医師業務を学ぶとともに熊本の豪雨災
害に対しての医療支援など経験してまいりました。
　その後、外科疾患、乳腺疾患に興味を持ち佐賀大
学医学部一般消化器外科に入局いたしました。専攻
医１年目は佐賀大学で勤務を行い外科手術、入院管
理について勉強してきました。本年度から織田病院で
の勤務となり、ごはん・日本酒・野菜がおいしいと噂の
鹿島での生活を楽しみに思うとともに、地域医療、急
患診療に携われることをうれしく思います。力量不足
で地域の先生方にもお世話になることも多々あるかと
思いますが、微力ながらも鹿島の地域医療に少しでも
貢献できるよう努力してまいります。なにとぞご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

今
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美
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科

　令和5年度より織田病院耳鼻咽喉科で勤務させ
ていただくことになりました。佐賀大学を卒業し、佐
賀大学医学部付属病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科
に入局、今年で医者9年目に突入しました。まだま
だ若輩者ですので研鑽の毎日ですが、微力ながらも
患者様のお役に立てるよう尽力していく所存です。
数年前にも当院に勤務した時期があり、ご記憶の
方もおられるかと思います。その方々には、少しでも
成長した姿をお見せできればと思います。よろしく
お願い申し上げます。

岡
村 
誠
司

耳
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咽
喉
科

　令和5年3月1日より織田病院で勤務させて
頂くこととなりました。長崎大学を卒業後、九
州大学耳鼻咽喉・頭頸部外科に入局しまし
た。これまでも九州大学病院、佐賀大学病院、
九州医療センター、佐世保共済病院といった
北部九州を中心に勤務地を転 と々してきまし
た。佐賀大学病院で勤務していた際に佐賀県
の魅力に感銘を受け、もう一度佐賀県で勤務
したいという思いがあり今回赴任に至った次
第であります。過去の勤務地では、口腔咽頭領
域の良悪性疾患、鼻副鼻腔疾患、頚部腫瘍疾
患などの様々な症例を経験・治療してきまし
た。耳鼻咽喉科医としてはまだ若輩者ですが、
スタッフ関係者と協力しながら地域医療に貢
献したいと思います。院内では常に赤いスクラ
ブを着ていますので、耳鼻咽喉科疾患で何か
お困りの際は気軽にお声がけくださいませ。
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科

　令和5年4月1日、佐賀大学医学部付属病院高
度救命救急センターより着任しました、救急科の
本村です。今回、救急科新設にあたりご協力頂い
た先生方に感謝申し上げます。
　昨年度は佐賀大学に主に3次救急対応を学ん
できました。佐賀市以外での勤務は初めてなの
で、これまでとは異なる患者層の対応で、先生方
やコメディカルの皆様にはご迷惑をおかけするこ
ともあるかと思います。実際、まだ数日間の勤務で
すが、鹿島を中心として周辺地域からも多くの方
が来院され、救急応需も相まって繁忙を極めてい
ることを実感しました。不慣れなことも多く、各科
の先生方に多々ご助力頂いております。早く業務
に慣れて診療に貢献できるよう頑張ります。地域
に根付いた総合病院の一員として患者様の不安
に寄り添い、治療の一助となれるよう微力ながら
精進してまいりますので、今後ともどうぞよろしく
お願い致します。
　また、個人としてはミュージカルや舞台鑑賞、庭
いじりが趣味です。ご興味のある方は話しかけて
もらえると嬉しいです。よろしくお願いします。

本
村 

彩
紀

救
急
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　本年度より勤務させて頂くこととなりました。私
は卒後臨床研修が終了してまもなくの2006年にも
こちらで1年間勤務させて頂いたことがあり、その際
には大変ご迷惑をおかけし、随分とお世話になりま
した。その後消化器外科疾患を専門に県内各地で
勤務し、16年ぶりに鹿島の地に戻って参りました。
腹腔鏡手術を中心に研鑽を積んでまいりました。専
門としては下部消化管ではありますが、幅広く手術
に取り組んでまいりたいと考えております。微力では
ありますが、皆様のお役に立てればと考えています。
“体は大きいが、フットワークは軽く”をモットーにが
んばりますので、今後ともよろしくお願いいたしま
す。

三
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外 
科

　本年5月からお世話になっています。
　私は研修医終了後、九州大学麻酔科に入局し、
大学病院や九州医療センター、JCHO九州病院な
どで勤務しました。
　鹿島には中学までいましたので20年以上ぶりと
なります。今までとは違った環境で戸惑うこともあり
ますが、スタッフのみなさんに支えていただきなが
ら、日々過ごしております。
　患者さんが安心して手術を受けていただけるよ
うな環境をつくるよう心掛けてまいります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

織
田 

寛
子

麻
酔
科

　本年度より織田病院へ勤務しております医師4
年目の荒巻芽生（めい）と申します。佐賀大学を卒
業後、嬉野医療センターでの初期臨床研修を経て、
佐賀大学医学部付属病院 総合診療部へ入局し、
これまで大学で勤務して参りました。出身は鳥栖
で、部活は空手をしていました。趣味はベランダで
植物を育てることです。大変未熟者ですが、よろしく
お願いいたします。
　もともと地域に根差した医師、病気の予防から最
期の時まで、あらゆる内科的疾患に対応できる医
師を目指して、総合医を志しました。地域医療に携
わる先生方やスタッフの皆さまのように、患者さま
が病気を抱えながらも、一生を通して辛い症状が
少ないよう、悪化しないように診ていくことのできる
医師になれるよう、また、患者さまの考えや背景、家
族や地域の状況等を含めて考え、最善のマネジメン
トができるよう精進してまいります。自分の力量不
足を日々実感いたしますが、先輩方の熱いご指導を
うけつつ、精一杯努力していこうと思います。今後と
もよろしくお願いいたします。
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新任医師紹介
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乳がんは日本人の女性が最もかかる可能性が高い癌です。早期発見で90％の人が治療可能です。
早期発見のために検診を受けましょう。
今年度からオプションで３Dマンモグラフィが追加可能
になりました。

　高濃度乳腺は特に乳腺が発達している20代～40代に多く、マンモグラフィでは乳腺も腫瘤も白
く描出されてしまうため、腫瘤が乳腺組織に隠れてしまうことがあります。３Dマンモグラフィは乳
腺組織の中に隠れている腫瘤が見つけやすくなる撮影技術です。

Ｑ１．ご出身はどちらでしょうか？
杵島郡白石町　出身

Ｑ２．趣味や特技などはありますか？
趣味とは言えませんが、絵画や陶器など観ることが好きです。最近は、有田焼や唐津焼の
推しの作家がおられるので、窯元めぐりなどをして好きな器を買い込んでコレクションし
ています。

Ｑ３．鹿島市で行ってみたい所はありますか？
肥前浜宿・酒蔵通りをゆっくり散策して、名酒と美食に酔いたいです。

Ｑ４．祐愛会（ケアコートゆうあい）の印象をお聞かせください。
ゆうあいビレッジ全体の豊かな緑と色とりどりの花々に癒され、よく整備されていてすごいなと思います。ケアコート
ゆうあいでは、明るく清潔感溢れるエントランスホールが広がり、北側のガラス張りの壁越しに公園を眺めることがで
きて、さらに、スタッフ皆さんの明るい笑顔（マスク越しでもわかります）と挨拶が、ここは本当に介護施設かなと思
うくらいでした。利用者様が心穏やかにまた楽しく過ごせる場所であると感じました。

Ｑ５．今年度の目標をお聞かせください。
祐愛会法人の理念や方針に基づき、私にできることは何かと考えていましたが、まずは何が求められているのかを把握
することからだと思い、今ゆうあい職員の面談を始めています。看護・介護部長を拝命しましたが、職種問わずゆうあ
い全職員と面談し、もちろん良いところも含め、困りごと等色々会話しながら少しずつ業務や職場環境改善につなげて
いきたいと思います。
私的な目標は、京都旅行で正伝永源院を尋ねる事です。
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　■２Dマンモグラフィ＋３Dマンモグラフィ

News from Health Care Center

　私は今年度から開始された西部南部地域
プログラムで織田病院を選択し、研修医1年目
に1年間織田病院で研修をしました。今年度
からのプログラムであり、不安もありましたが、

学生実習で感じていた雰囲気の良さに惹かれ、織田病院を選択
しました。
　まずは内科から始まりましたが、基本的な業務や手技をしっか
り身につけた後に数人の担当患者さんを持ち、主治医として入院
患者さんへのマネジメントを学びました。内科研修を行いながら、
発熱外来や救急外来、当直を経験しました。初療を実践的に学び
ながら、その日の内にフィードバックをもらうことで、急性期の対
応を学ぶことができました。家族から話を聞いて情報を集めたり、
患者さん本人に問診をして鑑別をあげたりと、臨床的な能力をと
ても育てることができました。また、原則的に診療依頼を断らず、
まずは診てみるという総合診療のマインドも学ぶことができ、最後
まで緊張しっぱなしでしたが、少しは度胸がついたと思います。
　選択では、耳鼻科と皮膚科を選択しました。皮膚科では外来
ブースを1つ任せていただき、研修開始2日目から新患を診察させ
ていただきました。帯状疱疹の患者さんから、「先生のおかげで良
くなりました。ありがとう。」と言っていただき、やりがいを感じまし
た。日々の研修の中で、自分の力不足で悔しい思いをして泣いたこ
ともありましたが、成功体験も経験できました。
　洋子先生や良正先生の「とりあえず手を出してやってみよう」と
いうマインドに、最初は驚いていましたが、その方が学べることも
多く、成長速度が速くなると実感しました。また、研修医1年目に
たくさんの経験をさせていただける環境を作って下さり、医師とし
ての責任を早速感じながら研修しました。また、看護師さんを始
め、たくさんのスタッフの方々に助けていただき、スタッフの方々か
らも多くのことを学びました。あまり出来が良いとは言えない研修
医でしたが、どの診療科の先生方も優しくご指導頂き、医局でも
雑談で話しかけて頂き、とても楽しく1年間過ごせました。先生
方、織田病院のスタッフの方々、本当にお世話になりました。今後、
また関わることがありましたらよろしくお願いします。

南里 水晶
（佐賀大学医学部附属病院 初期研修医）

　皆さんこんにちは。初期研修2年目の平野 
雄介と申します。
　私は2022年より新設されました西部･南部
･地域連携型プログラムを選択し、1年目は織

田病院、2年目は佐賀大学医学部附属病院にて研修をさせていた
だいております。
　今回は研修体験記を通じて私が織田病院を選んだ理由と、1年
目の研修を終えての感想をお話していこうと思います。
　まず結論として私が織田病院を選んだ理由は「総合診療に興
味があったこと」と「病院の雰囲気が非常に明るかったこと」の2つ
にありました。1つ目の総合診療について、織田病院は南部地域に
おける2次救急の中核病院です。そこで必要とされる能力はまさに
総てを診る能力に他なりません。そこでは地域の中核病院として
全ての患者の全ての疾患を取り敢えず診察し、適切なアセスメン
トを行う必要があります。そのため専門診療科としての看板はあ
るものの全ての診療科の医師が協力して患者に向き合う環境が
作られていました。その中で研修を行い、1人のスタッフとして常に
患者に向き合い求められている能力を研鑽することで、1年かけて
総合的な視野と思考を育む礎を築くことが出来たと思います。
　2つ目の病院の雰囲気についてですが、前述のように織田病院
には病院全体で患者と向き合う雰囲気があります。それは看護師
も薬剤師も事務も同様で、同じ目標を持った仲間として楽しく仕
事を行うことが出来ました。自分はこの雰囲気が非常に好きで辛
いことがあってもストレスを抱え込まずに毎日の仕事に打ち込む
ことが出来ました。ただ、西部･南部プログラムを選ぶ上で研修医
の枠、つまり同僚が少ないことに不安に感じることもあるかもしれ
ません。しかし前述のように病院内の雰囲気も良く、沢山の友人
ができますし、研修医の同年代と比較できない分1人の医師とし
て上級医と共に研鑽を続けることが出来るため、結果的に上級医
に囲まれて近い距離で指導を受けられる環境は結果として自分
の糧になったなと感じています。

平野 雄介
（佐賀大学医学部附属病院 初期研修医）

造影剤副作用を想定したＢＬＳ研修
放射線科　坂田善和

　医療安全研修の一貫として、造影剤副作用によるアナ
フィラキシーショックを想定したＢＬＳ研修を実施しました。
造影剤の副作用の発生のうち、重篤な副作用が生じる割
合は2.5万人に1人、死亡例は40万人に1人ほどで、発症
率としては極めて稀ではありますが、軽微な副作用から
徐々に重篤化することがあり、初期対応が非常に重要に
なってきます。ＢＬＳは我々放射線技師でもできる心肺停
止または呼吸停止に対する一次救命処置です。
　今回の研修では、造影剤注入直後に患者の異変に気が
付き、アナフィラキシーショックを起こしたことを想定し、応
援が到着するまでの一次救命を実践しました。
　2名の技師で対応し、1人は患者の意識、呼吸がないこ
とを確認後直ちに胸骨圧迫を開始し、応援とＡＥＤを要請
しました。もう1人の技師はハリーコールをし、ＡＥＤを持っ
てきて患者に装着し、ＡＥＤの解析を待ちながらバックバル
ブマスクの準備をしました。その後ＡＥＤ機器の指示に従
い電気ショックを行った後、直ちに応援の到着まで胸骨圧
迫を繰り返すという一連の流れを行いました。

　今回の研修を通して、ＢＬＳの重要性を再認識しました。
特に夜間や休日では少人数で患者の対応を行っているた
め、医師、看護師がすぐに駆けつけてくれるとは限りません。
そのような中では一次救命が患者の生命に大きく影響す
ることから、初動の大切さを改めて感じる研修となりました。

研修医の体験記研修医の体験記
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乳がんは日本人の女性が最もかかる可能性が高い癌です。早期発見で90％の人が治療可能です。
早期発見のために検診を受けましょう。
今年度からオプションで３Dマンモグラフィが追加可能
になりました。

　高濃度乳腺は特に乳腺が発達している20代～40代に多く、マンモグラフィでは乳腺も腫瘤も白
く描出されてしまうため、腫瘤が乳腺組織に隠れてしまうことがあります。３Dマンモグラフィは乳
腺組織の中に隠れている腫瘤が見つけやすくなる撮影技術です。

Ｑ１．ご出身はどちらでしょうか？
杵島郡白石町　出身

Ｑ２．趣味や特技などはありますか？
趣味とは言えませんが、絵画や陶器など観ることが好きです。最近は、有田焼や唐津焼の
推しの作家がおられるので、窯元めぐりなどをして好きな器を買い込んでコレクションし
ています。

Ｑ３．鹿島市で行ってみたい所はありますか？
肥前浜宿・酒蔵通りをゆっくり散策して、名酒と美食に酔いたいです。

Ｑ４．祐愛会（ケアコートゆうあい）の印象をお聞かせください。
ゆうあいビレッジ全体の豊かな緑と色とりどりの花々に癒され、よく整備されていてすごいなと思います。ケアコート
ゆうあいでは、明るく清潔感溢れるエントランスホールが広がり、北側のガラス張りの壁越しに公園を眺めることがで
きて、さらに、スタッフ皆さんの明るい笑顔（マスク越しでもわかります）と挨拶が、ここは本当に介護施設かなと思
うくらいでした。利用者様が心穏やかにまた楽しく過ごせる場所であると感じました。

Ｑ５．今年度の目標をお聞かせください。
祐愛会法人の理念や方針に基づき、私にできることは何かと考えていましたが、まずは何が求められているのかを把握
することからだと思い、今ゆうあい職員の面談を始めています。看護・介護部長を拝命しましたが、職種問わずゆうあ
い全職員と面談し、もちろん良いところも含め、困りごと等色々会話しながら少しずつ業務や職場環境改善につなげて
いきたいと思います。
私的な目標は、京都旅行で正伝永源院を尋ねる事です。

クローズアップ

健康管理センター便り

3D撮影することで

乳癌の検出率
40％UP

要精密検査率
15％
DOWN

3D撮影

毎熊看護・介護部
長に

インタビュー

【乳腺ドック検査内容】
　■診察
　■乳腺エコー
　■２Dマンモグラフィ＋３Dマンモグラフィ

News from Health Care Center

（7） 2023年（令和5年）8月28日  月曜日　第84号



2023年（令和5年）8月28日  月曜日　第84号 （8）

　
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
出
来
な
い
事
も
多
い
の
で
今
後
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
慣
れ
な
い
点
も
多
い
中
、
親
切
な
先
輩

方
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
ま

す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
よ
り
一
層
患
者
様
の
た
め
に
精
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

　
先
輩
方
こ
れ
か
ら
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
入
職
し
て
４
か
月
が
経
ち
、
自
分
が
な

り
た
か
っ
た
看
護
師
と
い
う
職
に
就
け
た

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
と
共
に
、
人
の
命

に
関
わ
る
重
大
な
立
場
に
あ
る
こ
と
を

日
々
の
業
務
で
実
感
し
て
い
ま
す
。
責
任

と
根
拠
を
も
っ
て
看
護
を
行
え
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
入
社
し
て
数
ヶ
月
が
経
ち
ま
だ
分
か

ら
な
い
事
も
あ
り
ま
す
が
こ
れ
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
経
験
を
積
み
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
数
ヶ
月
働
い
て
、
受
け
持
ち
も
６

人
と
増
え
、
オ
ペ
出
し
や
入
退
院
を
と
ら

せ
て
も
ら
っ
た
り
と
毎
日
勉
強
の
日
々
で

す
。
こ
の
よ
う
に
徐
々
に
で
き
る
こ
と
が

増
え
て
き
た
の
も
、
色
ん
な
こ
と
を
さ
せ

て
も
ら
え
る
の
も
当
た
り
前
と
思
わ
ず
業

務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
楽
し
く
・
時
に
厳

し
く
ご
指
導
い
た
だ
け
る
の
も
、
プ
リ
セ

プ
タ
ー
の
方
の
成
長
さ
せ
た
い
と
い
う
思

い
が
日
々
伝
わ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご

迷
惑
を
た
く
さ
ん
お
か
け
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
出
来
な
い
事
も
多
い
の
で
今
後

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
入
職
し
て
最
初
の
方
は
自
分
の
技
術
不

足
や
知
識
不
足
で
ミ
ス
が
多
か
っ
た
り
と

大
変
な
こ
と
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
最
初

の
頃
と
比
べ
る
と
自
分
の
技
術
の
向
上

や
、
知
識
が
増
え
た
り
と
成
長
を
感
じ
ら

れ
て
楽
し
く
業
務
が
で
き
て
い
ま
す
。
今

後
の
目
標
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
間
を

大
切
に
し
早
く
先
輩
た
ち
の
よ
う
な
一
人

前
の
技
師
に
な
り
織
田
病
院
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
４
月
に
比
べ
て
で
き
る
こ
と
は
増
え
ま

し
た
が
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
も
あ
っ
て

勉
強
に
な
る
毎
日
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
入
職
し
て
先
輩
技
師
の
方
々
か
ら
日
々

新
た
な
こ
と
を
教
え
て
頂
き
勉
強
し
て
い

る
毎
日
で
す
。今
は
Ｃ
Ｔ
検
査
を
学
ん
で

い
て
、解
剖
の
知
識
不
足
を
実
感
し
て
い

ま
す
。今
後
は
、ま
だ
触
れ
て
な
い
モ
ダ
リ

テ
ィ
を
学
び
、早
く
一
人
前
に
な
れ
る
た
め

に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
仕
事
内
容
は
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と

だ
ら
け
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
丁
寧
に
教
え

て
い
た
だ
い
て
少
し
ず
つ
で
す
が
で
き
る

仕
事
が
増
え
て
き
て
や
り
が
い
を
感
じ
て

き
ま
し
た
。
患
者
様
に
も
多
く
関
わ
る
た

め
、
ど
の
よ
う
に
接
す
れ
ば
い
い
か
、
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
患
者
様
に
負
担
が
こ
な

い
の
か
を
も
っ
と
工
夫
し
て
い
き
た
い
で

す
。
早
く
一
人
前
の
検
査
技
師
に
な
れ
る

よ
う
に
、
知
識
も
増
や
し
て
日
々
の
努
力

を
怠
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
で
す
。

　
全
て
が
初
め
て
で
覚
え
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
ひ
と
つ
ず
つ
で
き
る
こ
と
を
増

や
し
て
頑
張
り
ま
す
！

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
方
々
だ
け

で
な
く
他
職
種
の
方
も
優
し
く
接
し
て
下

さ
り
織
田
病
院
に
入
職
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
々
、
知
識

不
足
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
が
自
己
啓

発
に
努
め
、
先
輩
方
の
よ
う
な
理
学
療

法
士
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
仕
事
に
慣
れ
て
き
て
と
て

も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
患
者
様
の
た
め
に
美
味

し
く
、
楽
し
い
食
事
を
と
っ
て
も
ら
う

た
め
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
毎
日
様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

い
て
る
な
か
で
少
し
で
も
早
く
慣
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
働
い
て
き
て
、医
療
事
務
の

仕
事
が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
保
険
証
の
見
方
や
、患
者
さ
ん
へ
の
接

し
方
、レ
セ
プ
ト
の
入
力
な
ど
、今
ま
で

使
っ
て
い
た
病
院
で
意
識
し
て
い
な
か
っ

た
作
業
が
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、落
ち
着
い
て
ひ
と
つ
ず

つ
仕
事
を
覚
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

I n t r o d u c t i o n  o f  n e w  s t a f f

溝口 未祥
診療支援部
放射線技師

江口 海結
4 階病棟
看護師

久原 愛矢
3 階病棟
看護師

馬場 海帆
リハビリテーション科

理学療法士

黒瀬 詩乃
診療支援部

臨床検査技師

江口  輝
診療支援部
放射線技師

上戸 心好
ようこクリニック

事務

前田 美空
栄養食事サービス部

調理員

井川 涼花
ゆうあい栄養科

調理員

西里 海平
リハビリテーション科

理学療法士

北  凛音
医事課 事務

高井 萌花
医事課 事務

南里 朱璃
医事課 事務

藤家 大介
連携センター

事務

新入職員紹介

　

大
谷
翔
平
選
手
の
二
刀
流
が
Ｗ
Ｂ
Ｃ

優
勝
に
続
い
て
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で

も
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
達
も
驚
愕
す
る
活
躍

が
日
々
報
道
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー

ス
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
彼
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
言
葉
や

行
動
は
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
非
常
に
多

く
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
の
３
冠
王
と

い
う
歴
史
的
快
挙
を
期
待
せ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

５
月
８
日
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
第
５
類
感
染
症
へ
移
行
し
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
な

感
染
対
策
を
き
ち
ん
と
行
い
日
常
生
活

を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　

織
田
病
院
で
は
９
月
12
日
、
13
日
に

６
回
目
の
病
院
機
能
評
価
受
審
と
い
う

一
大
イ
ベ
ン
ト
が
待
っ
て
い
ま
す
。
一

致
団
結
し
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

編
集
後
記

連
携
セ
ン
タ
ー

　原

　和
行


